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シ モ ー ヌ ・ヴ ェ イ ユ に お け る 「注 意 」
一 「神へ の暗黙裡の愛 の諸形態」
.を中心 に して一
榎 本 百 合 子
アメリカ出発前 にペラン神父 のもとに残 され た,r神 を待ちのぞむ』所収 の 「神
への暗黙裡 の愛 の諸形態(1㍉は,シ モーヌ・ヴェイユの諸論稿中最 もまとまった形蔦
彼女 の言 う く.肋 助oμα璽身 の状態 での種 々の形態 を論述 してい る。そ こでは,
「神 を待ちのぞむ」 ことの中核 をなしているものは 「注意」(attention)であること
が,指 示 され てい る。 この ことは,必 ず しも前面 に出 して述べ られているわけでは
ない し,「 注意」への明瞭な言及の殆 どない部分 もあるけれ ど,神 への暗黙裡 の愛
の諸形態がいかな るものであ るのか それぞれに追究す ることによって明 らかとなろ
う。 また,ヴ ェイユに とって 「注意」が もつ意味 も考察 した レ}。
(一)
ヴェイユは,神 の訪れよ り先 に,現 存 して もいない し現存 したこともない神 を愛
の対象にはできない しすべ きではない,と主張する。これは,「霊的自叙伝」と題 さ
れたペラン神父への第四の手紙 や 『超 自然的認識』の序言 に収められた断片などに記
されている彼女 自身 の神 の訪れ の経験に深 く裏打 ちされた態度である,と 言 えよう。
しかし,神 の訪れ に先ん じてそれ を受ける準備 をなす愛.がある,と ヴェイユは考 え
る。それは,神 への間接的な愛換言すれ ば暗黙裡の愛 である。
神への暗黙裡 の愛 は,神 が秘 かにしか し現実に現存す るこの世界 で三っの対象に
関わって,三 種類 の愛 を形成する。それ ら三種類の愛 とは隣人愛 と世界㊧秩序への
愛 と宗教的勤めぺ の愛である。神 への直接的な愛,ヴ ェイユの言い方 に従えば 「明
白な愛」(amourexplicite)が生 じた時,こ れ らの愛 は消滅 す るのではな くかえって
一層強 くな り,全 体 として一つの愛 を形成す るよ うになる。他方,恩 罷であ る神の
訪れ を得 ることな く,神への間接的な愛 の形憩に留 まる人々も多い,と ヴェイユは述
べる。けれ ど,=間接的な愛が高い純度 と強度 に達 し.うることとその有意義性 とを彼
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女は承認 してい る。
神への暗黙裡 の愛 として挙 げ られた三つの ものの うち,ヴ ェイユはまず隣人愛 か
ら論 じ始 める。彼女によれば,隣 人愛 とは正義 に他 ならない。彼女 の精神的支柱 で
ある福音書 において もギ リシア文化 において も,隣 人愛 と正義 との間には何 ら区別
はない,と され る。
ヴェ イユは隣 人愛である正 義を追究す る前 に,不 正について論考する。正義は,
二人 の人間が平等 な力関係にあって どち らも他方に強制 するカ を持 たない時 には,
自然 に検討 され追求 され る。なぜ なら,相 互的同意(cons巳ntementmutuel)を本
質 とす る正義,天 秤 のイメー ジで表 され る正義 だけが二っの意志 を一致 させ うるか
らである。それ に対 して,両 者 が不平等 な力.関係 にあって強者 と弱者 とが存在する
時には,二 つ の意志が一致す る必要はな く,強者 の意志 が弱者に強制 され る。 これ
が,不 正である。不正は,機 械的 な必然性であ り魂 の自然的な動 きである 「重力」
(pesa血teur)に由っている。不平等 な力関係において弱者は服従 させ られ人格.を奪 わ
れ物質同様 にな って.しま う。 このような不正 を,ヴ ェイユは トゥーキュデ ィデー ス
の記述す るアテーナイとメー ロスとの在 り方で例示 す る。強者 で.あるアテーナイは,
敵対す.るスパルタと同盟関係にあ りその時は中立 であった弱小のメー ロスに味方に
なるよ う強いる最後通牒 を送 り,不平等 な関係 における必然性につ いて次 のよ うに
述べる。 アテーナイの最後通牒 は正 しいものではない,し かし,正 義 は両者 に同等
の必然性がある場合にのみ検討 され る,も し強者 と弱者 とがあれば,可 能 なこ とが
強者 によって強制 され,弱 者 によって受容 されるだけだ,な ぜな ら,「 常 に,自 然
の必然性に よって,誰 もがそ の力がある所では どこで も命令す る」(AD127)q>か
ら。結末 は,メ ーロスが服従 しよ うとしなか ったのでアテーナイはメー ロスの男達
は殺 し女子 供は奴隷 として売 るというものだった。不平等 な関係における力の役割 に
っいて詳 述 しているのは 「『イー リアス』力の詩」である。ヴェイユは,ト ロイァ戦争に・
題材 をとったこの作品に関 してその主恵 は力である,と考える。力は極限にまで働く時,
そのカに服従する人間 を物 にして しまう。その時人間は生存 し魂 を持 っては.いるけ
れ ど,人 格 を失った物 になってい る。ところが魂 は本来物に宿 るようにはできてい
ないので,力 が物 にした人間は内面生活 を失 うことになる。 「人は奴隷が失 う以上
には失いえない。奴隷 はどんな内面生活 をも失 う。運命 を変える可能性が現れ る時
にのみ奴隷は幾分かの内面生活 を再 び見出す。 これ が力の支配力である騎 それ故
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ヴェイユは 「奴隷 となる.日に人は魂の半分 を失 う」(AD128)と言 う。同趣 旨の.こ
とは随所 に述 べ られているが,例 えばrノ ー ト』では 「その都市 を破 壊されて奴隷
として連れて行 かれ る人 々には過去 も未来 もなかった,い かなる対象によって彼 ら
は自分達の思考を満たしえたであろう力例 と書いている。奴隷はただ自己の生存
を守 るためにのみ努力す るよう追 い込 まれる。奴隷状態 とは 「同時 に,肉 体的苦痛
であり魂 の苦悩 であり社会的転 落である」(AD120)不幸,ヴ ェイユの基本問題 の
一っである不幸 の典型である。 しか しながらヴェイユは,ア テーナイ人の不正 に関
する明晰な理解 を,集 団の精神 しか持たず強者が弱者よ りも正 しい と信 じているζ
彼女が判断す るローマ人やヘブライ人 の知的暗愚 よ りもはるか に高 く評価 する。 ロ
ーマとヘブライ とはヴェイユに とって常に負の価値 しかないのに対 し,.ギリシアは
正 に 「前 キ リス ト教的直観」 を含んだ.「泉」である。 アテーナ イ人の知的明 晰さは
ヴェイユによれば隣人愛 のごく近 い所 にあるものであ り,こ の認識は,ギ リシァの
精神にキ リス ト教 と同質の天啓 の先駆 けを発見す る彼女 の見方につながっ.てい凱
では,超 自然的徳 である正義はいかなるものであるのか。それ は,不 平等な力関
係にいる強者 においては,あ たかも平等な力関係 にあるかのよ うに弱者 に対 して行動
する.ことである。そのように行動す る強者は,弱 者か ら奪われ ていた人間の身分 を
弱者.に与え る。 このことは被造物 に対す る創造主の寛大 さの再生で あ り,「 同情」
.(compassion)である。他方,強 者によって同等関係 にあるかの如 くに扱 われ人格 を
持つ人問 として見 られ る弱者における.正義は,強 者 によ り人格 として取扱われ るの
がカの同等関係 によるのではなく,相 手 の寛 大さによるのであることを認 めるこ と
に存する。 このことが 「感謝」(reconロaissance)である。弱者 におけ る感謝 はそれ
が純粋 であるな ら 「同情」の徳への参与 である。 と.いうのは,強 者 における正義 を
行い うる者だ.けがその正義 を認めるか らである。強者 における正義即 ち 「同惰」 を
認めないで 「同情」の結果だけを受 ける者 は 「同惰 」の正義 を行いえない。奴隷に
代表 され るよ うな不幸 の内で不正に扱われている人間にとっての正義 は,そ の扱 い
が正義 とは異なってい るけれ どそれは入間本性 の必然性 に合致 してい ることを理解
することにある。その時弱者 は屈従 することもな く反逆 することもな く自分 の真空
.状態即 ち自分の不幸 を見続けなけれ ばならない。このような時不幸 とい う真空 の割
れ目から神 の恩寵 が入って来 る可能性 があ 窮 その恩寵 を得 るためには常に注意 し
目覚めていなければならない。その ような人間 こそが,今 度は不幸 な者 に対 して隣
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人愛 を行い うる。超 自然的隣人愛は,「 その一方は人格 を備 え他方 は人格 を奪われ
た両者の間に稲妻 のように起 こる,同 情 と感謝 の念 との交換である」(AD133)。
ヴェイユによれば,こ のような正義 の徳は特 にキリ.スト教的 な徳 である。なぜな
らその徳 は,全 能 ではあるけれ.ど地 上では秘 かにしか存在 しないキ リスト教的神概
念に基づいているか らであ る。彼女は創造 を,`神の自己拡張ではな く放棄であ り退
去であると考 える。神 は不在 とい う形でこの創造 され た世界に存在す る。それ故,
この世界における悪 の存在は神 の実在駐への反証 ではな く,か えって神の実在の真
実性を啓示す る。創造 の結果,神 と全被造物 とは神 の.みよ りも小 さくなっている。
愛である神 は創造 とい う愛 の愚かによってすすんでこの縮小 を受 け入れた。神 は自
己の存在 の一部 を無 としそのことで 自己の神性 を無 と.した。創造 による神 自身 の否
定は,人 間が神 のために自分 を否定する可能性 を神が人に付与するためにある。人
.
問はそ の可能性に対 し同意するとと.もしないこともで きる。 しか しはっき りしてい
ることは 「拒絶す るか しないか は我 々にかか っているこの応答,こ のこだまが,創
造行為とい う愛 の愚かに唯一 可能 な正 当証明である」(AD132)とい うことである。
そ して自分 を否定す ることへの同意が同情なのである。
不幸 によって無力で受動的 な物 の状態に陥 っている弱者 に人格 を取戻 さ.せる同情
の根本は,注 意である6ヴェイユはルカ伝第10章30節か ら37節のイエスの話題 を想
起 させる例 をあげて注意の働 きを説明する。生気 もなく血 にまみれ て溝 の傍にある
むきだ しの肉体 は名 もな く誰 も知 らない。誰 も彼 に気付 かない し,気付 いてもす ぐ
に忘れて し.まう。 しか し,「 ただ一人が立ち止 まりそれに注意する」(AD133)。
この注意か ら,超 自然的隣人愛,人 格 を備 えた者 と人格 を奪われた者 との間に交さ
れ る同情 と感謝 との交換 は始 まる。 「この注意は創造的である。」〔AD133)なぜな
ら人格 としては存在 しないで物 になっている人間に,こ の注意 は人格 としての存在
を与 えるからである。また,注 意 は放棄である。 「注意 は作用 している時,放 棄で
ある。少な くともそれが純粋 であれば。」(AD133)注意が働いている時,人 は己れ
の力 を拡大 させるのではなく,自 分 とは別の独立 した人格 を存在 させ る.ために縮小..
を受 け入れている。不幸 によって自由な同意 の能.力を奪われ物質状態 に陥っている
弱者 に人格 の存在 を望 み自由な同意 の能力 を回復 させ ようと望む ことは,注 意に基
づ く同情 によってその弱者 の内に身 を移す ことで あり,更 には,自 分自身 を不幸 に
同意 させること即 ち自分自身の破壊 に同意することである。 このよ うに自己を否定
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する時,人 は神 に倣 って創造的肯定によって他者 を肯定できるよ うになる。他方,
強者 に対する弱者の共感 が,弱 者 に強者 の内.に身 を移 し想像上 の力 を獲得 させるの
で自然的であるのに対 して,弱 者に対す る超 自然的同情 を対象 と.する弱者の純粋な
感謝は超 自然的である。 「純粋 な同情 と同様純粋 な感謝の念 も本質的 に不幸への同
意である。運命の相違が彼 らの間に無限 の距離 を置 く不幸な者 と彼に恩恵 を施 す者
とは,こ の同意の内で一つになる。」(AD135)同情 と感 謝 とは不幸への同意 に他
ならないが,ヴ ェイユによれ ばこのよ うな隣人愛 を成立 させ る注意は,超 自然的で
ある。
隣人愛 は創造的注意から成 っている。創造的注意 とは存在 しない ものに現 実に注
意をす るこ とであ る。さて,存 在 しな.いもの を現.実に考える能力 を持 ってい るのは
神 だけである。創造 において神 は,存 在 していなかったものを考 えそのことによ り
存在 していなか ったもの を存在 させた。現実 には人間 は存在 していないのに神 が人
間の存在 を考 えるこ とに同意す ることによ?て のみ,現 在人間は存在 してい る。そ
れ故,不 幸 な人に人格 を認め人間 を考えさせうのは,創 造的注意 をな して恩恵 を施
す者の内に居 る神 である。 「我 々の内に現存す る神 だけが不幸 な人 々におけ る人間
性 を考 え,物 体に注 ぐ視線 とは別の視線で不幸な人々.を真 に注視 し,人 間 の言葉 を
聞くように彼 らの声 を真 に傾聴す ることができる。」(AD137)
隣人愛は神か ら人間へ降下 する愛 である。この愛 は人間から神へ と上昇す る愛 に
先立 っている。神 が人間 を探 し求め るというヴェイユの犀想は 『前 キ リス ト敦的直
観』所収 の 「神の降臨」 において集 中的に展開 され て.いる。デー メーテール讃歌,
スコッ トラ ン ドの 「ノル ウェー公」民話,ヴ ェイユが各所 でと りあげる ソボ クレー
ス作 『エー レク トラー』による彼女 とオレステー スとの再会,に 彼 女独得 の枠組 に
よる解釈 が加 えられ る。神 の降臨において神 は人間 を探 し求め,訪 ね られた魂 が神
を認識 し神 に同意することによって初 めて神 と魂 との合一が行われている,.と彼女
は解 する。それ故 ヴェイユは 「神への暗黙裡 の愛 の諸形態」 においτ次のよ うに続
ける。神は同意に準備 され た魂 に急いで臨み,そ の魂 を通 じて不幸な人々を見聞き
しようとす る,そ の時魂 は神 の現存 を知 らず,時 が経 っても神 を認識 しないまま
かもしれない,し か し,不 幸 な人 々が注意 によって彼 ら自身 のた めに愛 され ると
ころには どこで も神が現存 してい る,ま た,自 分達 に同情 をもつ人に感謝 をする不.
幸 な人 々に も神が現存 してい る,と 。そこで結論は次のようになる。 「真 の愛にお
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いては,我 々が神 において木幸 な人々を愛するのではなく,我 々の内の神こそが不幸
な人 々を愛す る。我 々が不幸 にある時,我 々の内の神 こそが我 々に好意 を寄せる人
々を愛 する。.同情 と感謝 の念 とは神か.ら降下す る,そ してそれ らが視線において交
換 される時,神 は視線 が出会 う所 に現存す る。」(AD138)不幸 な者 と彼 に恩 恵 を
施す者 とは神か ら発 し神 を通 して愛 しあ うので あって,神 のたφ に愛 しあうのでは
ない。彼 ら.は互いの愛 のために愛 しあ う。そのことは人間には不 可能 であり,神 に
よづでのみ行われ る。
力 と超 自然的愛 と正義 との関係について同趣 旨のことをヴェ.イユは,プ ラ トンの
『饗宴』 に関する論述 中の 「悲劇詩人.アガ トンの演説」において も,.「エ ロス」 に
関連 させ て述べている。(特 に 『前 キ リス ト教的直観(%の54ペ ージ31行 目か ら
55ページ9行 目までを参照 。)しか しヴェイユは先に述 べた恩恵の場合 の他 に,不 幸
な人 々へ の隣人愛の形 として罰の場合 を考 える。ヴェイユによれば,力 は善および
悪 をなす能力であ り,非常 に不平等な力関係においては,強 者は弱者 に正 しく善 を
なしてで も正 しく悪 をなしてで も弱者に関 して正 しくあ りうる。そこで,罰 におけ
る正義 としての隣人愛 は次のよ うに規定 され る。 「正義 は恵みにおけると同様に罰
においても定義 される。正義 は,物 としてではな く人間 として不幸 な人に注意 を払
うこと,不 幸 な人に 自.由な同意の能力が保持 され ることを望 むこと,に 存す る。」
.(AD141)大切 なことは1罰 の程度 ではない6大 切 なことは罰が法律 に由っていて
.合法的 であること,.そして その法律が神的性格 を持っ もの と認め られ るこ とだ,と
ヴェイユは述べる。罰 は宗教的性格 を有 し秘蹟 に似 た浄化 の働 きを担わなければな
らない。それ故,刑 事裁判組織 において,司 法官 な.ど罰 を下す側.の強者は自分の意
のままになる人間に対 して注意 と尊敬 とを向 けるべ きであるし,弱 者 である被告 は
課せ られ る罰に対 して同意す るべきである。罰 を与 える場合の正義 に関する強者 の
立場 にっいて,ヴ ェイユの説明 は必ず しもこの論 旨において十分 とは言い難い。 し
か し我 々は罰 を下す側の姿勢 に,必 然性 の内に生 きる人間としての服従,義 務ゆえ
の力の行使 を考慮す る⑤ことに よって,罰 に認め られている隣人愛 を理解す るこ.と
がで きるものと思 われ る。
ヴiイ ユは,神 への暗黙 裡の愛の諸形態 のうちの隣人愛か ら,友 情 を区別 して扱
っている。友情 は厳密 には隣人愛 と異なっ℃い る,な ぜなら,隣 人愛 がすべての人
に対.して働 きうるものであり特定の対象 は同情 と感謝 との交換 を起 こしうるような不
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幸 とい う機会によるのに対 し,友 情 は特に一 人の人間を他 の人間よ りも好み選択す.
るものであ り.,隣人愛 と同様 に神 の愛の予感 を蔵 しでいながら 「純粋 であって人格
的,人 間的 な愛」(AD198、)だか らである。隣人愛,世 界の秩序への愛,..宗教的勤
めへの愛は,非 人格的愛 として特徴付 けられ る。神への愛は,神 との直接 の人格的
接触 がない限 り非人格的であらねばな らない。それ以前 の神 への人格的愛 は想像上
の愛であ り非現実 の愛 である。神 との直接的 な人格的接触 を得た後 の神への愛 は,
人格的であると同時 によ り高い意味で非人格的 な愛になる。なぜな ら,新 た な光 の
下で隣人愛,世 界 の美への愛,宗 教的勤めへの愛が行われ るか らである。.非人格性
でま とめられ るこれ ら三者から人格性 によって区別 され る友情 は,対 立す るものの
超 自然的統一,即 ち必然性 と自由との統一 と定義 されている。二人の人間の必然性
を含んだ関係 において同等性 が望 まれ両者の自由な同意の能力 が保持 され るこ とが
望 まれ る時,人 間の自律 陸の尊重 とい う超 自然的 な徳が行われ てい る。それは神が
それぞれの者 に現存 していることによ って初 めて可能になる。 ところで 「自分 自身
と他者とにおける自律性 の保持 への同意 は本質的に不遍的 なものである」.(AD205).
そこで自律性 の保持 はすべての人 々に対 して望 まれ ることにな り,友 情 は人格性 と
い う特徴 をもちなが らも隣人愛 の方向岱強 く引かれ ることにな る。ヴェ.イユの人格
性 ・非人格 性の問題 は興味深い も.のである(6>けれ ど,こ こでは ヴェイユが人格性に
よって友情 を隣人愛 の言わば一特殊形態 として扱 って隣人愛か ら区別 していること
のみを指摘す るに留 めたい。
(二.)
「神への暗黙裡 の愛 の諸形態」において第二 に挙 げられている 「世界の秩序への
愛」 の項で,我 々は 「注意」 の語 がただ一度軽 く触れ られているの を見出すこ と.が
できるにすぎないq)しか し,「 世界の秩序への愛」 もやは り 「注意」 を基に してい
ることが,他 の論文 をも参考 にす ることで明 らか となろう。
ヴェイユはまず,.世界 の秩 序 に対 す る愛,「 愛 され る世界の秩序」(AD161)
である世界 の美 に対 する愛は隣人愛 を補 うものだ,と 始 め る。この愛 も隣人愛 と同
様に,創 造における神 の放棄に倣 うことから生ず る。全能 であ る神は この世界 を創
造 し存在 させ る際1.この世界で命令す る力があるのに命令 しないことに同意 してい
る。神自身の代わ りに,魂 の霊的 な質料 をも含んだ質料 に結びついた機械的必然性
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に,ま た一方 では思考す る人間に本質的 な自律性 に,支 配す るままにさせている。
さて,人 は隣人愛 によって人類 を創造 した神 の愛 をまね る。隣人愛において人は,
神 が存在 しない人間 を考えることによって人 間を存在 させたように,人 格 としてで
はなく物 として存在 してい る不幸な人 に注意を向 けることによって人格 を与え人問
として存在 させるか らで.ある。他 方,世 界の秩序への愛によって,人 間がその一部
をな してい るこの世界 を創造 した神 の愛 をまね る。世界 の秩序への愛にお いて人は,
神 が全能であ るのに この世界 に力 を及ぼ さず実は宇宙 の中心 でありなが ら宇宙 の外
にあるように,自 分が命令できるのだとい う想像,世 界 の中心 にいるのだとい う想
像 を放棄す るか らである。
世界 の秩序 への愛 に関 して述べ るな らば,世 界の秩 序 昏の愛は想像 力ρ取棄 に
姉 まる。 この想像 力0働 きが停 止 された所 に 「注意」、に華ρ く 「読み」(1ecture)
の深化があ り,必 然性に支配 され る世界 の秩序 の認識ひいては世界 の美への開眼が
ある。神 の創造において宇宙は必然性 に委ね られてお り,人 間には本来物質や魂 に
命令す る力はない。 しか し神は人間にこの力の想像上 の似姿 想像上 の神性 を与 え
た。それは,被 造物 である人間が神 に倣 って自分の神性 を放棄することができるた
あ に,で あるp人 は各自,世 界 の中心 に位置 してい ると想像 している。想像力の働
き.によっ.て人間の うちには,空 間に関す う誤 った感覚ばか りでな く更 に,誤 った時
間感覚,価 値体系,存 在感 庸が形成 され る.。しか し想像力によるそれ らは非現実で
しかない。不幸に代表 され るような人間に避 け難い 「真空」(vide)を埋 める想像 力
が,現 実 を排 し幻想による非現実 を構成する。 この ことはrノ ー ト』 の中で繰 り返
し述べ られてい る。 「真空 を埋め る想像力は本質的に偽 りである。それは三次元 を
排除す る,な ぜな らただ現実の物だけが三次元 の内にあるか らで ある。 それは多様
な関係 を排除す る曾」世界 の中心 に位 置 してい るとい う想{象をまず放棄 しなければ.
ならない6想 像力の放棄 は現実 に目覚 め永遠に 目覚め る端緒である。その ことはよ
り深い 「読み」 の獲得にな る。 「読み」 とはヴェイユにおいて,人 が人間や事物や
出来事 について下す評価 ・判断で あるが,「 読 み」はr般 に,こ の世界 を支配 して
いる 「重力」,具 体的には社会的通念や情念で ある 「重ヵ」に則 って行われる。「読
みは 一 あ る種 のす ぐれ た注意 がなければ 一 重力忙従 う(§)」世界はい くつかゐ意味を
有す るテキ ス ト,い くっかの 「読み」が可能 なテ キス トである。人 はまず感覚 を通
して自分 の意.に適 う自分が中心 となった 「読み」 を行 う。 しか し,「 読み」 には段
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階があ り,人 には複数 の 「読み」が可能であ り,「 注意」によって 「読み」は深 く
なる。この 「注意」が人 に世界の必然性 を示 し,更.に必然性 の支配す る世界に不在
とい う形で存在す る神 を示す。 「感覚の後 に必然性 を読み,必 然性 の後 に秩序 を読
み,秩 序の後 に神 を読むこと(勃世界は神 が不在であるものとして神 自身 である。神
は不在 とい う形 でしか宇宙 に現存 できない。 しか し,必 然性 の支配 下にあ る世界
はぞ神 の愛 の愚かである創造 に由るものとして,善 に他 ならない。 そして全体 と し
で必然性で.あり善 である世界 は,美 に他 ならない。
.注意に基 づ く 「読み」 によって,想 像力の結果で ある非現実 を破 り,現 実に直面
しなければな らない。 そして,世 界の現実である必然性 に同意することは,不 幸の
可能性への同意であ り,神 ρ愛 の愚かに対応する人間の愛 の愚かなのである。 「己
れの偽 りの神性 を除 くこと,自 分 自身 を否定すること,世 界の.中心であ ると想像す
ることを放棄 すること,世 界のすべての点が同 じ資格で中心であ り真 の中心 は世界
の外 にあると認 めること,そ れは,物 質においては機械的必然性 が支 配 し各魂 の中
心 では自由な選択が支配 してい るこ とに同意す ることであ る。.この同意が愛 である。
この愛 の,思 考す る人間に向け られ 紅面が隣人愛 であ り,物質に向けられ た面が世
界の秩序への愛,あ るいは同 じことで あうが世界 の実べの愛 である。」(AD148-9).
世界の秩序への.愛,それは,神 がこの世界で取.っ.てい る姿である必然性 への服従
に他 ならない。以下 『ノー ト』によるならば,ヴ ェイユは服従に二種類 のもの を認め
る。一つは.「重力」 に対す る服従,も う一 つは現実で ある物 の関係 に対す る服従 で
ある。重力は.時には善や神など真実 らしい表面 を装 う.ことがあるが,そ れで も重力に
従 う時人は真空 を埋める想像力に導かれている。 しか しながら.幻想 とい う補償 を生
み出す想像力の働 きを停止し注意 を物 の関係に向けると,必然性 が現れて人はそれに
服従せずにはいられない。その時,必 然性 の観念 と服従 の感情 とが得 られ る。服従 は
最高の徳であ り,服 従 において必然性 は愛 されてい る。.必然性 は個人に関 しては拘
束 であ り力であ り,要 す るに 「重力」 と呼ばれ る{蓉いものである。だが,.宇宙全体
の必然性は そこか ら魂 を解放 す る。神は全宇宙 を盲 目的 な機構である必然性に委ね
たが,そ れは言 はば神 の服従 である。必然性 は神 を覆 い隠 している。善である神 が
愛 の愚かによって創造 した被造物 の必然性 は,善 か ら隔たってい る。世界の秩序 に
おけ る善 の欠如 ・神の不在 こそ完全な愛 の最高 の証である。背後に創造 者の愛があ
る故 に,善 と異なった純粋 な必然性 が,美 しいので ある。 「神への暗黙裡の愛 の諸
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形態」の表現に従 えば次の通 りである。 「我 々は心象において,そ の存在自体 が我 々
の注意 の行為にかか ってい る心象において,宇 宙の実体 そのものであ る必然性,し
かし必然性 としては まれに しか現れない必然性 を熟視 しうる。人 は何 らかの愛な し
に熟視す ることはない。世界 の秩序のこの心象 を熟視す ることは世界 の美 とのある
接触 である。世界の美 とは愛 され る世界 の秩序である。」(AD160-1)
世界 の美は一般 に,神 と触れ る最 も自然 で容易な道だ とヴェイユは考 える。神 は
同意 へと向け られ た魂に,そ の魂 を通 して不幸な者 を愛 するために急いで降臨する
の と.同様 に,魂 を通 して神 自身 が創造 した世界の美 を愛 するために急いで降臨する。
他方,.コレー の神話に見 られ るよ.うに,魂 が美 を愛す る自然な傾向は神への愛 に魂
を解 き放つ神 の策である。世界 の美は物質 その ものの属性ではなく,世 界 と,人 間
の肉体 と魂 との構造に基づ く感受性 との関係であ る。偉界の美への愛 は魂 に降臨 し
た神か ら発 し,宇宙 に現存する神べ と向か う。神以外にはただ宇宙全体だけが真に
美で ある。宇 宙の中で宇宙 よ り小 さいものは,間 接的に美 に関わっているもの,美 ゐ.
模倣 であるものとして,美 であるにす ぎない。芸術は一定の素材 の中に宇宙全体の.
美 を映.し出 そうとす る試 みであ り,一級 の芸術家は世界の美 と直接 に接触 しており,
一級の芸術作 品は神 の霊感 を受けてい る。
この世では美だけが唯一 の合 目的性 である。なぜな ら,こ の世 に目的 となるもの
は何 もないのに,カ ン トが述べたよ うに,美 は目的 を含 まない合 目的性 だか らであ
る。美 だけは他の ものの手段ではない。美だけがそれ 自体 でよい ものであるが,何
も利益 は与 えない。.美はそれ自身 しか与 えない。(た だし美は この世界で唯一の合
目的性で あるか らすべての人間の追求 に現れ る。)宇宙は目的や善とな りうるものを
含ん.でいない。宇宙 は宇宙 の美以外には何 ら合 目的性 を含んでいない。美以外の合
目的性 の欠如 とは,必 然性の支配であ る。 しか し,魂 が愛 に導 かれているならば,
目的 のない必 然性 を熟視すればす るほ ど魂 は世界 の美に近づいてゆ く。 ヨブの経験.
したよ うに,必 然性 のもとでの苦悩に誠実で あり偽 りの慰 めを求 めない時,そ の不
幸な者 に神 は世界 の美を示すために降臨する。
合 目的性の欠如,意 図の欠如 は世界の美の本 質である。世界 の美 に倣い合 目的性
や意図 の欠如 に対 して自分の意志 を放棄 することが,完 全 な服従であ り,人 格 を放
棄す ることであ る。この服従 と放棄 とは宇宙 を創造 した神の服従 と放棄 とを模範 に
してい る。人格 の放棄 によって こそ人間は神の似像 である。それ故,自 己放棄の準
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備 が十分出来てい る人 を除いては,人 を不幸によって物質の状 態に落 とすのは彼か
ら人格放棄の 可能性 を奪 うこ とにな るので,服 従 を行 う人々は他 の人 々の人格 を尊
重する。 「神が我 々の自律 性を,我 々が愛 によって それ を放棄す る可能性 を持 つた
めに創造 したよ うに,同 じ理由で我 々は同胞 における自律性の保存 を望 まねばな ら
ない。」(AD.173)
世界の美への愛 と隣人愛 とは対立 しない。 「世界の美への愛 と同情 との間に矛盾
はない。世界 の美への愛 があっても,不 幸な時 自分 自身 のために苦 しむことに変わ
りはない。 その愛があるからといって,他 の人 々が不幸である故 に苦 しむことに変
わ りはない。その愛 は苦 しみ とは別の次元にある。」(AD173)かくて ヴェイユが
「世界の秩序への愛」 の冒頭に述べた 「隣人愛 を補 うもの」 として この世界 の美へ
の愛が結論 として提 出され る。
(三)
ヴェイユは神 への暗黙裡 の愛の第三 のものとして宗教的勤めへの愛 を挙げる。
既成宗教 における神への愛 は,神 の名 が用 い られていても神への明 白な愛 ではな
く暗黙裡 の愛である,と ヴェイユは言 う。なぜ な らその愛は神 との直接的接触 を含
んでいないか らである。 しか し,宗 教的勤 めには,そ れが純粋である時 には隣人愛.
や世界の美におけると同様,神 が現存 してい る。
ヴェイユ は,既.成宗教への愛 が自分の生 まれ育ち生活す る国や環境 にまず左右 さ
れ ると述べている。 それは言語 の揚合に似 ている。 「魂に とっての宗教の変更は,
作家に とっての言語 の変更 と同様 である。」(AD177)これは 『根 をもつ こと』 に力
説 されてい る,.歴史 を持った環境 を重視す る思想 につ ながってい る。 ヴェイ耳が し
ば しば不幸の典型 としてあげ る奴隷は 自己本来 の環境 であ る都市を破壊 された者 で
あることも想起 され るべきであろ う。.しか しなが ら一方で,環 境 に規定 され た一宗
教への愛 こそが他 の諸宗教への真の尊重を生 じさせるのだ,と ヴェイユは考 え る。
それはシンクレティスム とも.批判 され る姿勢,様 々の相異 なる諸宗教間の共通性 と
真理 の一性 とを認め る彼女 の姿勢に基づ くもの と言 えよう。
ヴェイユは宗教的勤めの うち,祈 りを,と りわけ主の名 を称 えることを中心 に据
える。 『ウペニシャッド』 や 『バガヴァッ ド・ギーター』 の一部試訳 を 『ノ:一ト』 ・
に収 めてい るように東洋思想 にも関心 を寄せていた彼 女は,仏 教におけ る称名念仏
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に例 をとって宗 教的勤めの本質 を次のよ うに把握 してい る。 「宗教的勤めの効 力は,
主の名 を称えることに関する仏教 の伝統によれば全体 として理解 され うる。仏は,
仏 によって救われたい との願い をもって仏 の名 を称 える人々をすべて,〈純粋 の国〉
にい る仏の もとにまで引 き上 げると誓 った,と 言われ る。この誓いの故 に,主 の名
を称 えることには現 実に魂 を変 える力がある1と 言われ る。」(ADI76)ヴェイ立は,
宗教 とはこのよ うな神 の約束に他 ならない としてい る。いかなる宗教的勤め も主の
名 を称 える一形式 なのであ り,宗教的勤 めの効力 は,救 われたい との願 いをもって
宗教的勤 めに専念す る人 を救 うことに存す る。 この宗教的勤めをな させる ものは,
不幸 な者への同情や世界 の美へ の開眼 と同様 「注意」である。 「宗教的勤 めは完全
に,.願望 によって活気 づけられた注意か ら成ってい る。」(AD194)
で は宗教的 勤 めのもつこの.効力 はいかな るもので.あるのか。 それ は,完 全 な純
粋性 との接触 が悪 の破壊 に効果 を有す るこ とにある。 ヴェイユにおいて純粋性 の
概念 は重要 であるが,彼 女 によれば完全 な純粋 性 だけが汚 されない。魂 が悪 に汚
され ている時完全 に純粋 な ものに注意 を向けて悪の一部が純粋な ものに移 されても,
純粋 なものは変質 させ られず,悪 を返送す ることもない。それ故純粋 な ものに集.中
された注意は各瞬間に悪 を破壊 してい る。さて,神 に創造 された世界の美はこの世
で完全 に純粋 なものである。しか し世界の美 は,ヴ ェイユによれば,完 徳 に向かっ
て大いに進んだ人 しか感覚す ることができないし,「 ある意味 で感覚で きるもので
あるげれ ど,感 覚できるものの中に含まれてはいない」 ¢D181)。ところが宗教的
なもめはとの世界 に存在す る感覚 できる個物 であ りなが ら完全 に純粋 である。それ
が純 粋であるのは,神 の約束による。 「宗教的な ものが それによって純粋である約
定 は神 自身によって批准 されてい る。」(AD181-2)それ故にそれは有効 な約束で
あ.り,宗教的 な ものの純粋性は無条件で完全 であ り同時に現実のものである,と ヴ
ェイゴは主張する。更 に,そ れは事実上の真理 であって証明 され えない ものであり,
た.だ経験 によって検証 され うるだけだ,と 述べてい る。 この真理 の経験 による検証
とい う立場 は,「 霊的 自叙伝」に記 されているヴェイユに些る ソレムの修道院や葡.
萄園 などでの経験①によって裏打 ちされた もので あろ う。 「完全 な純粋性 に視線 を
注 ぐことを学んだ時,人 生 の限 られた長 さだけが,裏 切 りがなければ この世か らも
う完徳に達す るだろ うと確信す るこ とを妨 げる。とい うのは我 々は有限な存在であ
り,我 々の内の悪 もまた有限である。我 々の目に示 され る純粋性 は無限である。我
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々が純粋性 に視線 を注 ぐ度毎にた とえ僅かにでも悪 を破壊す るならば,時 間の制限
がなければ,そ の働 きをかな りしば しば繰 り返す こ とでいつの日かすべての悪 が破
壊 され ること.は確かであろう。」(AD189)純粋性 に注意が向けられ ようとする時,
魂 の凡庸な.自然的部分は反抗 しようとす るけれ ど,魂 は純粋性への注意に同意 しな
いではい られ なくな る。.「魂 がそれによって救われ る努力」(AD189)は「注意 と
同意 との行為」(AD189)であ り,救 い をもた らす態度は待つこ と,い つまでも続
きいかなる衝撃に も動揺 しない注意深 い魯実 な不動性.である。ヴェイユは待つこと
の例..として,ル カ伝中の召使 によるもの と思 われ る,主 人にす ぐ戸 を開けられ るよ
う戸の傍 ら.で耳 を傾 けている奴隷 を挙 げてい る。いかなる状況において も注意深 く
不動であらねば.ならない。積極的な救いの探求はかえっ.て害になる。
その純粋性 が注意.を払 う人の悪 を滅 す宗教的勤めの うち,.先に述べたよ.うに,.ヴ
ェイユは祈 りを最 も中心的な もの としている。祈 りと注意 とは しば しば結びつけ ら
れて言.及されている。例 えば,「 注意は,そ の最高 の段 階では,.祈り.と同 じもので
ある劉」 「完全 な注意 とは祈 り以外の何 もゐでもない撃)」祈 りに際 して ヴェイユの
経験 したものは,先 に触 れた 「霊的 自叙伝 」の部分 に最 もよく説 明 されている。
ソレムの修道院で知己 となったイギ リス人 を通 じてイギ リスの形而上的詩 の存在 を
知 ったヴェイユは,.その後暗記 したイギリ.スの 「愛」 という詩 を持病 の頭痛に際 し
てすべ ての注意 を傾けて暗論 していた ところ,そ の暗踊 は 「祈 りの効力」(AD44)
を持 ちこの暗言雨のある時に 「キリ..ス.卜自身 が降臨 し」(.AD45.)彼女 を捕 えた。また,
マルセイユ出.発の前年テ ィボンと 「主の祈 り」 をギ リ.シァ語で暗踊す る約 束 をした
ことを契機 にヴェイユはやがて 「毎朝一度絶対 の注意 をもって主の祈 りを暗諦す る
ことを唯一 の勤め として」(AD48)自分に課 した。 その勤めの効力は非常 なもので,
時 に最初 の数語 で空間外り所 へ連れ去 られ特別 の感覚 の対象 とな るよう.な沈黙 に満
ちた無限の中にセ・るようになる。 「また時 には,主 の祈 りの暗論 中や他 の時にキ リ .
ス ト自らが現存 します」(AD49)とヴェイユは彼女 の期 待以上の注意の効力 を書 き
綴っている。宗教的勤めへの愛 は祈 りにおいて最 も尖鋭な形 をと る。神秘家の著作
を以前 に読んだこともな.くこの世での神 と人間 と.の間 の現実の人格的接触が可能 で
あ るとは考 えてもいなかった ヴェイユは.予 期 しなかったそり接触 によって,そ の
.接触が自分の作 りあげた ものではないことを確認す ると同時に,宗 教的勤めへの愛
の持つ意味 を彼女な りに確立 しえたのである。.
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(四)
隣人愛 であ り世界の美への愛 であ り宗教的勤 めぺ の愛 である神への.暗黙裡の愛に
おいて その本質 をなす ものは 「注意」である。隣人愛 に関 して言 えば,不 平等 な力
関係において上位 にあ る者 と下位 にある不幸な者 との間の同情 と感謝 との交換 は,
力 を持つ者が物質 とされて しまってい る不幸な者に対 して注 ぐ注意が根源に.なって
いる。 その時不幸 な者 は人格 を取 戻 し,上 位 者 が自分に向 けた同情 に感謝 するの
である。同情 も感謝 も不幸への同意 とヴェイ.ユは指摘 している。次に,必 然性 の支
配す るこの世界 において人は魂 の重力1こ導かれ現実 を見 るこ とを妨げ られ,想 像力
の働 きにより非現実の中に生 きている。けれ ど想像力 の働 きを停止 して純粋 な注意
を物 に向 けると,こ の世におけ る神の現存に他な らない神 の不在である世界全体 の
必然性 ・重力の体系そのものが姿 を現す。その時人は,ヴ ェイユの好んだストァ派
の言葉 に従え.ば「運命愛」(amorfati)によっ.て世界.の秩序に服従 し同意する。そ
こに 「愛 され る世界 の秩序」である 「世界 の美」への愛 が生ず る。更 に,注 意 をこ
めて行われ る宗教的勤めにっいて言えば,宗 教的な ものの純粋性が注意 を行 う人 の
魂の悪 を破壊 し,時 には神 との直接 的接触 を可能 にす る。神の名 を称 えることをヴ
ェイユがその中心に据 える祈 りこそ宗教的勤めの核 であるが,宗 教的勤めは神 によ
る救い の約束 によって完全 に純粋である。救 いへの黎 による努ヵは,注 意であり,神
の降臨 の際の同意なのである。
さて,神 への明 白な愛 を得 るようになる以前に神への暗黙裡 の愛 を持ち続 けるこ
とこそ,ヴ ェイユがpatientiaとい うラテン語訳で は不十分 だとしてい る 枷σμo功
即ち待つ こと(attente)に他 ならない。(AD54,.193参照。)それ改 「神への暗黙裡
の愛」が 「注意」.を基盤に してい るな らば,「 神 を待 ちのぞむ」 とはこの世 のもの
ならぬ善 に 「注意」 を向け続 けることに他 ならない。 この 「注意」は本質的に この
世の善 に結びついていない故に 「真空への注意」(attentionavide)であらざるを得
ない。 そのよ うに注意 を働かせ てい ることは,こ の世 の人間の魂 を求めてい る神が
訪れた時 目覚めてお り同意す ることへの準備である。 それ故,「 注意 は神に至.らせ
る魂 の唯一 の能 力である①」 し,.ジャネイラに従 えば 「注意は単な る方法ではな く
徳 である勉 。ところでジャネイラは 「自然時」(momentnature1)と「超 自然時」
(momentsumature1)との間の 「中間時」(momentintem16diaire)を注意 め時 と
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して把握 している。確 かに神 を待 ちのぞむ時期 において注意 は決定的 に重要 な役
割 を果 たす。 しか し,「 神今 の愛 によってこの世 での締粋 な愛 を失 った人 々は神
の偽.りの友である」(AD214)と記 し,「隣人,友 人,宗 教的儀式,世 界 の美は,神
と魂 との直接的接触 の後 に非現実的 な ものの列 に陥 ることはない。逆に,た だ その
時 にこそ,そ れ らのものは現実的 にな る。以前 にはそれは半ば夢 であった。、以前 に
はいかなる現実 もなか った。」(AD214)と「神 への暗黙裡の愛 の諸形態」を結ぶ ヴ
ェイユにおいて,注 意は単に 「中間時」におけ るものではな く 「超 自然時」におい
て新たな光 のもと.でよ り.完全 な形 で働 くものと考 えなければなるまい。 ヴェイユに
おける注意 は人間における最高 の能力であ り,自 然的世界 と超 自然的世界 とを結 び
付 けなが ら超 自然的世界 に深 く浸透 しているのである。
シモー ヌ ・ヴェイユは注意に種 々の段階 を認 めてい るが,注 意 は大 き く二っの種
類に分 けられている。 『前 キ リス ト教的直観』 に従えば,「 魂 の自然的部分 と超 自
然的部分 との交叉点にある(3)」知的注意(atte丑tioninteUectuelle)と「承諾 であ り
同意 であり愛 である更 に高度 のあの注意④」とである。前者 は半 現実 しか生 じさせ
ないのに対 し,後 者は完全 な現実 を与 える。r労 働め条件』.所収 の 「奴隷的でない.
労働 の第一条件」の説明に従えば,一 つは論証的注意(attentiondiscuτsive)であ
りもう一つは直観 的注意(att6ntionilltuitive)である9論 証的注意 とはよ り下位 の
推論す る注意 であ り,学校 におけ る知的訓練 はこの注意 を養成す ることを目的 とす
る.「 注意購 育の唯7の 目標 であるべ きだろ う⑥」 とヴェイユ は .rノー ト』 に記
してい る。 しか し,こ の論証的注意は適当な方法で指導 されれ ば最 も高度な直観的
注意が魂 の中に現れるのを準備 しうる。知的誠 実(probitεintellectuelle)を重視
す るヴェイユにおいて論証的注意は十分尊重されているけれ ど,注 意 に関 して真に
問題 とされ るのは この直観的注意で ある。論証的 注意 による直観的注意 の準備 とい
う主張 は短 い論文..「神への愛 のために学校教育 を活用することについての省察」に
詳 しく展開されてい る。 とりわ けその冒頭は祈 りと注意 と学校教育 との関係 を明瞭
に述べてい る。 「祈 りは注意か ら成 っている。 それは魂 に可能 な全注意 を神 に向け
ることである。」(.AD85)注意 の質は祈 りの質に大 いに関わってい る。祈 りが強 く
純粋 であつて神 との接触がな され る時,す べての注意が神 に向 けられていながら,
注意の最高度の部分だけが神 と接触す る。学校教育 は注意の低い部分だけ を発達 さ
せ るけれ ど,祈 りの時用い られ る注意の能力 を増大 させるために有効である,「 も
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しもこの.目的で;.この目的でのみ学校教育 を実施 す るな らば」(AD85)。.さて,.直
観的注意 は超 自然的 なものに結 びついて睦て創造的であ り,「その純粋性 における直.
観的注意は完全 に美 しい芸術,本 当に輝か しく新 しい科学上の発見,本 当に知恵の
方へ と進む哲学,本 当に救 いをも却らす隣人愛の唯「の根源である。 そして,こ の
直観的注意 こそ,直 接 に神 の方へ と向けられ る.と本当の祈 りを構成 する(宿。
注意 は意志 とは関わ りがない。意志 は魂 の自然的部分に属 してお り,意志の努力
は義務 を果たすために役立つに過 ぎない。意志の適切 な訓練は救 いに必要な条件 で
はあろ うけれ ど,そ れ.は低 く従属的で全 く消極的 な条件で しかない。魂において意
志は何 ら良 い働 き.をしない。意志 によって果 た され るべ き義務 のない所 では,魂 は
その自然的動 きに従 うか神 に従 うか,し かない。魂 の自然的動 きに従 う行為は意志
の努力にはよらない。神に服従する行為において人は受動的であ る。その行為がい
かな る苦痛 を伴お うといかに活動的に見 えようとそこには.「筋肉の努力に似 た」(AD
190)意志 の働 きは認 められない。 「ただ,苦 痛 と歓喜 とを通 した待望,注 意,沈 黙
不動性 のみが ある。」(AD190)注意はヅつ の努力,努 力 の うちの最大 のものである。
しか しそれ は魂の自然的部分 とは関わ らない.ものなのである。
ヴェイユにおいて注意への着 目は大変早 くか ら行 われている。 ヴェ トのrシ モー
ヌ.・ヴェ.イユの宗教形而上学』 によれば;.ヴェイユは学生時代 に既 に 「知的および精
神的力を結合す ると彼女に思わ乳た注意 の概念⑧」 に動 かされ てお りデ ィセルタシ
オ.ンで注意 に言及 してい る。また リセの講義 においては 「精神の力 のすべて とは注
意で ある。我 々の もので ある唯一 の能力(9)」とい う発言 もなされてい る。ヴェイユ
自身が語 る.注意への関心の道筋は 「霊的自叙伝」に述べ られてい る。 それによれば
彼女 は十四才 の時,後 にす ぐれた数学者 となった兄アンドレの存在 も一契機 とならて,
自分 の非才故 に偉大な人々のみ が入 りうる真理 の王国 に近づ けないことに絶望 した。
けれ ど数 ヵ月の苦悩 の後 ヴェイユは突然 「誰 で も,た とえ生来の才能がほとん どな
くて も,た だ真理 を欲 し真理に到達す るためにいつ も注意の努力 を行 いさえすれば,
天才 に保留 され てい るあの真理 の王国に入 るとい う確信」(AD39)を得 る。.この確
信 はずっ と続 き,ヴ ェイユの持 病の激 しい時に も彼女 に 「注意 の努力」 を継続 させ
た とい う。その結果は彼女の予想外の豊かさで あった。 このよ うに見て来 る.と.「注
意」 はヴェイユの.」生 を貫 く.核であ り,彼女 の経験 によって次第に知的,精 神的,.
宗教的意味 を得ていったもの と考 え られ る。 ヴェイユにおいて 「注意」 は,宗 教的
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領 域 と非宗教的領城 とにまたが る能力であ り,恩 寵の世界 と重力 の世界 とに接 して
いる人問の最高 の徳である位置 を,獲 得 してい る。ヴェイユの道徳 とい うもの を語




葉 である。 「神への暗黙的 な愛」(田 辺保)「 はっ きり意識 され ない神への愛 」
(渡辺秀)「 神への潜在的な愛」(大 木建)と 様 々に訳 されているけれ ど,こ.こ
では 「神への暗黙裡の愛」 と訳 してお く。
(一)






通 りである。 「プラ トンはこの一節において,力 との接触 から離れてい ることだ
けが正 しい,と で きるだけ強 く断言 している。 さて,人 間の魂 の能力で,そ れが
行使 されるよう強制するために も行使 され ることを妨げるためにも力が触れえない.
能力 は唯一つ しか存在 しない。 それ は,善 への同意の能力で あ り,超 自然的愛 の
能力である。 それは また,そ こか らいかなる種類の凶暴性 も出て来 えない唯一の
能力である。それ故 それは人間の魂 にある唯一の正義 の原理で ある。類推 によっ.
て我 々は,そ れはまた神の正義 の原理であると考えねばならない。けれ ど神は完.
全 に正義で あるので全 くエ ロスである。」
〔5}例えば同上書57ペ ー ジ31行目か ら59ペー ジ12行 目まで(特 に以下の訳出部
分)を参照。「我 々は肉的存在であ り必然性の内に捕 え られてい るので,我 々が そ
の一機関 をなしてい.る機構 の暴 力 を,例 えば部下 に対する指揮者や敵に対す る兵.
士のよ うに,伝 えるこ とを厳密 な義務 によって強制 され るこ ともありうる。(中
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略).厳密 な義務 の領域外では他者に対 しても自己に対 してもいかなる種類の強制
も行使 しない こと,.そして善 のためで さえもいかな る種類 の権力も威信 も望 まな
いとと,こ のこともまた服従の徳 の一形 態 である。」





















(8}MiklosVet6,加 η26rα助 ア吻 麗εrε 惚 ゴ2祝3εdθ5吻oη θ 躍 θゴ',Libra廿ieVrin,
1971,p.45.
19)ibid.,p.45.
え の も と ゆ り こ.
一38一
